
　いつしか季節は移り変わり、病院周辺の木々も黄色に染まり、落ち葉が風に舞う季節とな

りました。日増しに寒さが加わってまいりました、冬はもうすぐそこまで来ているようです。　季節の変わり目は体調を

崩しやすくなりますが、いかがお過ごしでしょうか。

　今年の夏は本当に厳しい暑さでした。猛暑とそのあとの台風で、天候に関してきつい年であったと思います。昔から

怖いものといえば「地震・雷・火事・親父」の順番ですが4番目は親父ではなく台風を意味する大山嵐(おおやまじ)から

きているともされ、恐れられてきました。

　今回の台風21号では、当院では過去の災害訓練でそれなりの準備が出来ていたはずでしたが、実際、｢本番｣ともな

るとやはり想定外もあるもので、特に停電が半日続いたことで一部の機能の制限などでは訓練では得られない貴重な

経験が出来ました。

　一方、｢本番｣といえば、当院は災害拠点病院として、災害棟屋上にヘリポートを有しています。これまで繰り返し離着

陸訓練がなされ騒音、風の影響をチェックされていましたが、今回、初めて実際に患者搬送がなされ、つつがなく実戦

での利用が確認されました。今後も安定した運用で、災害時のさらなる活用が期待されます。

　また、｢災害｣といえば、第66回日本職業・災害医学会学術大会が南條輝志男院長の会長のもと、10月20日・21日の

二日間、和歌山市で開催されました。この会が和歌山で開催されるのは今回が初めてであります。勤労者疾病や災害

の医療に関する多くの講演、発表がなされ、全国から多くの方々が参加され、活気あふれる中、盛会裡に終わりました。

　今年で30年続いた平成も幕を閉じ、来年からは新しい元号に変わってゆきますが、このように当労災病院は日々、少

しずつアップデートを繰り返し、より良い病院として改善、努力をつづけています。時代の流れでさらに電子化、ペーパ

ーレス化が進んできていますが、これまでどおりの人の暖かみが感じられる病院でありつづけたいと思います。

　今後とも、引き続きよろしくご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。
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　日本はかつてないペースで高齢化が進行しており、これに伴い運動器障害が増えています。整形

外科は運動器を扱う診療科で、骨、関節、神経、筋肉、靱帯などの疾患が対象となります。外傷や病

気などで運動器に問題を起こした方々が、いきいきとした生活を取りもどす手助けをするのが、わ

れわれ整形外科医の仕事です。

　整形外科では、骨折などの外傷や、肩関節、肘関節、股関節、膝関節などを扱う「関節外科」、背

骨と脊髄を扱う「脊椎外科」、手足の機能改善を目指す「手外科」と「足外科」、スポーツによる外傷

や障害を扱う「スポーツ医学」、自己免疫疾患である「リウマチ」、腫瘍を扱う「骨・軟部腫瘍外科」、

骨粗鬆症などを扱う「骨代謝」など多数の専門分野に分かれています。また、先天性疾患などの小

児疾患から高齢者の加齢疾患まで幅広い年齢層が対象となります。このため、ひとりの整形外科医

ではすべての整形外科領域をカバーすることが困難であり、当科では9人の整形外科医が協力しあ

って診療に当たっています。

　関節外科を担当しているのは、中谷如希、中村憲太、山東茂樹です。膝、股関節の人工関節置換

術、人工関節再置換術、関節鏡、人工関節近傍の骨折などの治療を行っています。人工膝関節では3

次元術前計画、簡易ナビゲーションシステムを使用して正確な手術をおこなっています。また、人工

股関節では、仰臥位前外側アプローチによる低侵襲手術を行っています。

　脊椎外科は、麻殖生和博、岩橋弘樹が担当しております。脊椎内視鏡手術、脊椎固定術、椎弓形成

術などを年間150例以上行っています。低侵襲手術、術中モニタリングによる安全な手術が、当科の

脊椎外科手術の特徴です。

　手外科は峠康、岩田勝栄が担当で、手の腱、神経の異常や、外傷を中心に診療しています。手指の

切断などの救急外傷や、広範囲皮膚欠損に対する皮弁形成術などマイクロサージャリーなども行っ

ています。また、薬剤による関節リウマチの治療も担当しています。

　骨折などの外傷は、大西麻紀子、山下実輝に加えてスタッフ全員で治療しています。

　この9人がそれぞれの専門分野での経験を生かし、更に良好な治療を目指して頑張っています。

　近隣地域の皆様や周辺医療機関の皆様から、一層信頼をいただけるよう、スタッフ一同が力を合

わせて精進したいとおもいます。今後とも宜しくお願い申し上げます。

整形外科紹介
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　現在薬剤部は薬剤師16名、薬剤助手1名の体制で日々業務にあたっております。我々薬剤部は患者さん
に、外来受診時から入院時そして退院後までの切れ目のないシームレスな医療の提供を目指しております。
そのためにそれぞれのタイミングで、該当する部署に専任の薬剤師を適切に配置し、患者さんの安全を第一
に考え、患者さんのニーズに対応したきめ細やかな医療サービスを目標とし業務に取り組んでいます。
調剤・製剤
　処方箋の内容について、量・飲み方・飲み合わせ・副作用などのチェックを行い、患者さん一人一人に適した
形で調剤します。また必要に応じて病院独自の薬（院内製剤）も調製しています。
入院患者さんへの服薬説明・病棟業務
　患者さんが薬を正しく使用できるように薬の効果・使い方・注意点・副作用などを説明します。また患者さ
んからの薬に関する相談にも応じています。また薬剤部ではＩＣＵを含む全病棟に担当薬剤師を配置し、患
者さんの治療方針や問題点などを十分把握したうえで、医師・看護師と協働し、安全で効果的な薬物治療が
行われるように努めています。
外来患者さんへの服薬説明
　外来を受診した患者さんで、医師から薬剤師外来を勧められた患者さんに、薬に関する説明を薬剤師が行
います。また手術・検査入院前に患者さんの服用薬チェックを外来で行い、手術・検査前中止薬の指示も行っ
ています。薬剤師外来では、かかりつけ薬局や他の医療機関と連携し、より安全で効果的な薬物療法に努め
ています。
抗がん剤の調製・説明
　抗がん剤治療を受けられる患者さんに、適正な投与量、治療スケジュールを確認したうえで、安全キャビネ
ットを設置した専用ルームで抗がん剤を調製しています。入院病棟だけでなく外来の化学療法センターにも
薬剤師が常駐し、抗がん剤についての説明や、支持療法に積極的に関与して患者さんをサポートしています。
　また各部門への情報提供、治療スケジュール管理、患者のＱＯＬ改善目的のための服薬指導にも取り組ん
でいます。
医薬品に関する情報提供
　患者さん、医師・看護師をはじめとした全医療スタッフに対して、最新の医薬品情報をリアルタイムで提供
しています。また専門的な知識・資格を持った
薬剤師が患者さんを対象とした講義を行うこ
とで、適正なお薬の情報を提供しています。
治験コーディネーター（ＣＲＣ）
　患者さんに安心して治験に参加して頂くた
めに、きめ細やかな治験内容の説明、スケジュ
ール管理、併用薬剤のチェックなどを行い、創
薬をサポートしています。

　私たちは薬の専門家として、今後も患者
さんに最良の薬物療法を提供すべく努力し
てまいります。お薬について不安や疑問に
思うことはいつでもご相談ください。

【薬剤部理念】
和歌山ろうさい病院の理念と基本方針に基づき、

知識と倫理観を持って薬剤業務を遂行し、
患者および家族の信頼に応え得る薬物療法の確保に努めます。

薬剤部紹介
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平成 30 年 10 月新任医師紹介

中
な か お

尾　隆
りゅうたろう

太郎 先生

10月から内科で勤務します中
尾隆太郎です。よろしくお願い
します。

内科医師

川
かわぐち

口　亜
あ み

美 先生

新しく10月より皮膚科で担当
することになりました。よろし
くお願いいたします。

皮膚科医師

髙
た か お

尾　政
ま さ き

輝 先生

10月より赴任させていただき
ました髙尾です。地域医療に
貢献できるよう頑張りますので
よろしくお願いします。

消化器内科医師

小
お が み

上　修
しゅうへい

平 先生

患者さんの困っていることをよ
く聞いて診療にあたりたいで
す。よろしくお願いします。

神経内科医師

　平成30年9月10日に副院長の谷本敏氏が長年の
産科医療への功績が認められ、厚生労働大臣より表
彰を受けました。

　平成30年10月28日に副院長の小林康人氏が多年
にわたり病院に勤務し病院業務の推進に寄与し、そ
の業績が他の模範とみとめられるとし、優秀職員会
長表彰を受けました。同日東４病棟看護師長の打越
友美子氏が長年職務に精励したことが認められ、永
年勤続者会長表彰を受けました。

産科医療功労者厚生労働大臣表彰受賞

和歌山県病院大会表彰受賞

左：加藤前厚生労働大臣　右：谷本副院長

左：小林副院長　右：打越師長　

友美子氏が長年職務に精励したことが認められ、永
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和歌山ろうさい病院との「病診連携システム」に参加されている「かかりつけ医」の
先生方をシリーズでご紹介しています。

診療科目　泌尿器科、内科

住　　所　〒640-8425 和歌山県和歌山市松江北6丁目2-22

電　　話　073-457-0870

宮﨑泌尿器科内科クリニック

No.44

院長  宮
みやざき　

﨑　善
よしひさ

久 先生

　宮﨑泌尿器科内科クリニックは、平成11年11月11日に和歌

山市松江に開院されました。

　「患者様にとって最適な医療を考え、分かりやすく説明

し、納得いただける治療を行う」をモットーに、患者様に寄り

添う診療をされています。

　泌尿器科疾患は、なかなか人に相談しにくい疾患が多くあ

るため、泌尿器科受診をためらわれている方は多いかもしれ

ませんが、宮﨑先生は、泌尿器科の専門医として長年診察さ

れており、親身になって相談にのっていただけるため、安心して

泌尿器疾患についての診察を受けていただくことができます。

　尿流量測定、血尿の原因精査や腎結石、尿管結石、膀胱結

石などの診断に用いるレントゲン検査、膀胱がん、膀胱炎等の診断に用いる膀胱鏡（内視鏡）

の検査といった、泌尿器疾患の各種検査が可能で、充実した検査体制となっています。

　また、在宅訪問診療もされていますので、通院が困難な患者様は自宅で診察することが可

能で、地域の患者様のために尽力されています。

　和歌山ろうさい病院が今後も地域医療を提供し続けるうえで欠かすことのできない重要な

連携協力医（パートナー）です。

膀胱鏡

「かかりつけ医」のご紹介
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和歌山ろうさい病院（外来診療科担当医一覧表） 平成 30 年 11 月 1 日現在

お問い合せは TEL.073-451-3181（代）
FAX.073-451-3788（医事課直通）和歌山ろうさい病院 医事課


